
第２回 ラストワンマイル・モビリティ／自動車 DX・GX に関する検討会 

 

日時：令和５年３月 22 日(水) 16:00～18:00 

場所：中央合同庁舎第３号館 11 階特別会議室 

※オンラインによる参加も可能 
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第１回 ラストワンマイル・モビリティ／自動車 DX・GXに関する検討会 

委員発言要旨 

 

日時：令和５年２月 20日(月) 10:00～12:00 

場所：中央合同庁舎第３号館１階共用会議室 

※オンラインによる参加も可能 

 

※事務局からの資料説明の後、委員より以下の発言があった。 

 

ラストワンマイル・モビリティの現状等について 

 「ラストワンマイル」は地域によって多様。それにどう応えていくかについては、定型的に決

められるものではない。 

 供給側から需要を掘り起こすというよりも、需要から供給を作っていくという視点が必要。 

 協議会を最大限に活用することが重要。例えば、空白地域をどう定義するか。事業者協力型自

家用有償旅客運送を議論するにあたって、事業者の営業区域はどうか、複数の事業者について

どうリスク分担するか。細かい方法論まで落とし込まないと実際は回らない。 

 幹線は、定時性・速達性・快適性を向上させ、支線はきめ細かく、気兼ねなく、冗長でないも

のを提供する。乗り換えをしたくない人に対しては乗り換え拠点を魅力的にする。MaaSで乗

り継ぎ、結節を解決することも大事。これらを通じて「おでかけウェルカム社会」にする必要

がある。 

 「エリア一括協定運行事業」は MaaSとの親和性が非常に高い。ラストワンマイル・モビリテ

ィについても盛り込んでいってほしい。 

 タクシー、乗合タクシー、自家用有償旅客運送、互助運送等の複数の手段が地域にあり、利用

者が自分にフィットするものを選択できる。そのような地域社会を作れたらと考えている。 

 移動インフラが、地域ニーズや利用実態に比してオーバースペックとならないように配慮すべ

き。中規模の地方都市においては鉄道、バス、コミュニティバス、福祉バス、買い物バスやタ

クシーが稼働しており、コミュニティバスは人がほとんど乗っていないのに何本も運行されて

いる一方、タクシーは呼んでも来ないことも多い。 

 移動サービスとその対価についても整理が必要。例えば、高齢者が免許返納をする際に、自分

で運転するリスクへのコストとタクシー利用のコストを比較するが、目先のコストで判断がさ

れがちになっている。自家用車は便利で安く、タクシーは便利だけど高いという意識を覆すこ

とが大事。 

 今後の地域公共交通に関しては、まずは行政による財政面での支援と地域の既存事業者を活用

することを大前提としつつ、交通事業者による能動的な取組を促しながら交通サービスの確保

を図っていくことが重要。また、利用者への運賃補助等のサポートも重要。 

 「駅まで行った後に階段を上れないのでどうにかしてほしい」という要望も増えてきている。

今は運転手がホームまで付き添って連れて行っているが、無人駅が増えてきているので負担が

大きくなっている。バリアフリーも考えていかないといけない。 

 小規模自治体を中心に、家計に占める自家用車の維持費用が公共交通への支出額を切り詰めて
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いる実情があり、今回の検討会ではこれをクリアしていく必要がある。 

 移動ニーズ自体が小口化・多様化してきている。一昔前であれば駅や病院といったような最大

公約数となるような目的地を交通サービスがカバーしていればよかったが、そのような目的地

がない小規模地方公共団体も出てくるなど、移動ニーズが分散してしまっており、交通サービ

スをどう当てはめていくかが難しくなっている。 

 交通空白地に関しては、各交通モードや移動手段提供主体がタイルのように厳密に役割分担で

きるものではなく、各々のサービス提供領域を少しずつ広げることで「のりしろ」を作ってい

かなければ解消できない。 

 

タクシーについて 

 ドライバーについては、10 年後にどのような年齢構造になっているかを見据えて議論してい

くべきではないか。 

 一般タクシーが地域公共交通会議の議題になり、公共交通政策を担う役割を果たせるようにす

ることが必要。 

 タクシー、乗合タクシーについて、高齢者のニーズに対応するものとして期待。福祉輸送につ

いて、必要とする者は増える一方で、担い手の確保は容易ではない。 

 地方部については移動手段の足がなくて困っており、乗合バスの退出が自由になっている中、

タクシー事業は公共交通機関の一躍を担っている。 

 タクシーはバスに比べて補助金があまりないため、地域交通の一躍を担っている機関として何

らかの形でサポートをいただきたい。利用者に対して利用チケットを出す方法は、バスへの補

助よりも安上がりになる場合があるのではないか。 

 福祉車輌についても、より使い勝手のいいものが出てくることが重要。 

 自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）により労働条件が変更される

ことになると、（担い手確保が）どうしようもない状況に陥りかねない。このため、法人タクシ

ーと個人タクシーをうまく融合させる等、運転者の不利にならない形で働き方も変えていく必

要がある。 

 営業エリア（営業区域）について、営業エリアが設定された当時と現在の生活圏やまちのあり

方は変わってきている。 

 グループ会社間であれば遠隔点呼も活用できるようになった。地方部ではタクシー事業者の社

長が運行管理をずっと担っており無理が生じているため、地方部でこそ、こういった遠隔点呼

は重要。しかし、会社間で遠隔点呼を活用することは現状難しい。こういうものを見直してい

く必要がある。 

 交通不便地域において、営業所に求められる最低車両台数の緩和が図られ、1 台、2 台となれ

ば、地域のタクシー事業者がサービスを提供しに行くこともあるだろう。 

 個人タクシーについては、人口 30 万人以上の地域でのみ参入できることとなっているが、小

規模都市でこそ個人タクシーの事業主が進んでサービスを提供できるような仕組みも必要だ

ろう。また、個人タクシーが運送サービスを担って、法人が運行管理を担うといったこともや

っていかないといけない。 

 新型コロナウイルス感染症を受けて、タクシー業界内では 1万数千台減車しているが、車検・
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保険料が高くてなかなか増車できない。このような事態は地方の方が多く、元の車両数に戻す

のに時間がかかる。 

 営業地域の統合・見直しにより隣接地区を柔軟に考えていくことも重要だろう。 

 

乗合タクシー等について 

 オンデマンド交通については、採算性・効率性を追求した事前予約制の採用やピーク時の利用

制限により、必ずしも利便性の高い移動手段とはならない。バス、タクシーや乗合タクシーを

有機的にミックスする必要があるのではないか。 

 地方部では呼出し型でタクシーサービスが提供されるケースが多いので、東京と同じように流

しとメーターでビジネスをしていくことに限界があるのではないか。そのような「呼び出し」

主体地域においては、タクシー事業制度を再編することが期待される。 

 最近はアプリが高度化して、タクシーの相乗りと乗合事業が極めて相対化しているため、地方

部のような「呼び出し」主体の地域においては、メーター運賃を適用する小型貸切りと、相乗

り・定額・サブスクといった運賃制度を適用する小型車両による乗合を兼務させることも一考

の余地があるのではないか。 

 おでかけ交通（乗合タクシーによる移動サービスの提供）を入札で実施する地方公共団体も出

てきているが、タクシー事業はメーターに基づき運賃が決まるため、補助や助成がないとなか

なか手を挙げづらい。 

 乗合、乗用、相乗りの区分は利用者には関係ない。利用者のニーズから考えていくことが必要。 

 

自家用有償旅客運送について 

 「地域交通の検討プロセスに関するガイドライン」など、国のマニュアルは、地元に対する説

明責任を果たすためのツールとなっている。本当に使いやすいものになっているのか検討して

いきたい。 

 「地域交通の検討プロセスに関するガイドライン」が現場ではほとんど認知されていないこと

への改善が必要。 

 地域公共交通はこれまで多くの地域においてバス・タクシーで担ってきたが、それが困難な交

通空白地域では自家用有償旅客運送でカバーしている。しかし、自家用有償旅客運送について

も、ドライバーの確保に大変苦労している。また、運行管理や保険などの必要コスト等に対し

て収支面で課題があるので、一定の見直しが必要ではないか。 

 事業者協力型自家用有償旅客運送の仕組みが作られたが、効果として期待された自治体の負担

軽減等が本当にあるのかは疑問。 

 交通空白の定義が明確ではないこともあり、エリア・時間の条件次第では都市部でも交通空白

が認められてしまい、都市部におけるクリームスキミングのような参入にもつながる可能性が

ある。このため、交通空白地に関する明確な定義が必要。 

 

DX・GXについて 

 個々の異なる需要を拾っていくにあたって、デジタル化は重要なツール。 

 DX については乗り継ぎ関係を中心にデータが不足している。ラストワンマイルは乗り継ぎが
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大事であるため、しっかりとデータを取ってほしい。 

 DX・GXに配慮した持続可能なサービスを本気で考えるのであれば、買物、通院等の目的に対

して、自宅から行くことだけの発想ではなく、目的物が地域にやってくるという発想ももって

地域の最適解を探していくべき。 

 地方ほど運行管理者などの人員の雇用ができないので、IT化・DX化を進めていく必要がある。 

 2030 年に向けて、今後は市町村で契約する公用車等については、EV 車又は FCV 車でないと

契約を結ばない可能性があると知らせられた。そういう会社がないとできないということにな

るので、助成が必要だろう。 

 

以 上 



高知市事例紹介

中山間地域にふさわしい地域公共交通の導入
～ 土佐山地域デマンド型乗合タクシー ～

高知市事例紹介

中山間地域にふさわしい地域公共交通の導入
～ 土佐山地域デマンド型乗合タクシー ～

令和５年３月22日（水）
高知市 市民協働部 交通戦略課 出口忠彦

令和５年３月22日（水）
高知市 市民協働部 交通戦略課 出口忠彦

実証運行：平成24年10月
本格運行：平成25年10月
移動手段一元化：平成30年10月

実証運行：平成24年10月
本格運行：平成25年10月
移動手段一元化：平成30年10月

資料２



◆位置及び面積等

高知市
室戸岬

足摺岬

高
知
市

春野町

H20合併

鏡村・土佐山村

H17合併

高知市全域

面 積 ３０９ｋ㎡

総 人 口 ３１９，７２４人

男性 １４９，４０１人

女性 １７０，３２３人

世 帯 １６４，４５２戸

世帯当り人口 １．９４人／戸

人口密度 １，０３５人／ｋ㎡

年少人口 ３７，１２５人（11.6％）

生産年齢人口 １８５，４３３人（58.0％）

老年人口 ９７，１６６人（30.4％）

高知市土佐山

面 積 ５９ｋ㎡

総 人 口 ９０４人

年少人口 １０７人（11.8％）

生産年齢人口 ４３５人（48.1％）

老年人口 ３６２人（40.0％）
令和5年2月1日 住民基本台帳ベース

１



ＪＲ

路面電車

バス路線

デマンドタクシー

・本市では、「広域幹線」は鉄道、「都市幹線」は路面電車・路線バス、「市内幹線」は路線バス、
「支線」は乗合タクシーにより、地域公共交通ネットワークを形成。

・過疎・高齢化が進行する周辺部は、地域特性に応じたデマンド型乗合タクシーを運行。
・公共交通のカバー率は、市域面積の７５％、人口８９％をカバー。

交 通 結 節 点

（主要ターミナル／高知駅） （地域ターミナル／朝倉駅） （乗換ポイント／一宮ＢＴ）

（乗合タクシー）（路線バス）

（路面電車）（鉄道）

公 共 交 通 機 関

２



◆令和４年度 市民意識調査

対象者 20歳以上の市民から3,000人を
無作為抽出

実施期間 Ｒ４.７.７～Ｒ４.７.27
回収状況 1,378人／回収率 45.9％

・市民満足度ワースト１は「交通」

交通

都市計画

◆交通分担率等

・本市の交通分担率は、バス・電車が４％
と極めて少なく、マイカー利用が多い。

・自動車保有台数は依然として高い水準を
維持している。

200

205

210

215

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1

(千台）

213,569

214,425

出典：高知県交通白書

出典：高知市都市計画マスタープラン

３



◆路面電車・路線バス 利用者数

・過去10年間の利用状況は，路面電車は横ばい
を維持。一方で，路線バスは大きく減少。

・加えて，新型コロナの影響により事業者の
経営状況が厳しさを増している。

4,795 

2,093 
2,236 

5,455 

6,224 

4,291 

4541

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3

（千人）

路面電車

路線バス

◆路線バス 運行費補助

・「生活路線バス」は、平成11年度から令和
３年度の間に，約１３．４倍増加。

・「廃止路線代替バス」は、デマンドタクシー
の導入とバス路線の退出が進み、減少傾向。

16,539 

223,226 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 R1 3

（千円）

廃止路線代替バス

生活バス

４



H25.10 H26.10 H27.10 H28.10 H29.10 H30.10 R1.10 R2.10 R3.10 R4.10

系統数 190 192 180 123 89 89 85 81 79系統 71系統

走行キロ/年 534万 487万 451万 429万 383万 362万 332万 326万 306万 273万

とさでん設立以降に
廃止された路線

とさでん設立以降に
他社移管された路線

◆路線バス 系統数・便数の推移

５



◆路面電車 車両・施設

・車両の平均車齢は57年と古く、うち７割が
60年以上の車両が占め、老朽化が深刻。

・これまでの投資額は本来必要な額を大きく下
回り，安全運行のための施設整備が課題。

46,000 

108,000 

89,000 

364,000 

131,000 
97,000 

293,000 

109,000 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

H26 27 28 29 30 R1 2 3

投資額推移（とさでん）

本来必要な投資額（年平均）

（千円）

これまでの投資額

H28年 H29年 H30年 R元年 R2年 R3年

台数 63両 63両 64両 64両 64両 63両

平均車齢 60.4年 61.4年 58.1年 59.1年 60.1年 57年

◆路線バス 運転手

・路線バスの運転手は、現在の142名から10年
後の令和13年度は11名まで激減見込み。

・運転手の平均年齢は52.5歳と年々高齢化し、
人材確保が大きな課題。
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◆デマンド型乗合タクシー

・周辺部でバス路線が廃止され、その代替交通
としてデマンド型乗合タクシーを導入。

・運行地域の拡大や移動手段の一元化により、
補助金額は増加している。

◆乗用タクシー

・平成20年からこれまでの13年間に、
利用者は約60％減少。

・運転手の平均年齢は66歳。運転手の高齢化
と運転手不足が喫緊の課題。

4

(0.5%) 7

(0.8%)

45

(5.6%)

151

(18.8%)

271

(33.8%)

307

(38.3%)

15

(1.8%)

0 200 400 600 800

（人）20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳
60～69歳 70～79歳 80歳以上

運転手年齢構成（法人）

6,835

4,251

2,584

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2

（千人）

4,795 5,3174,157
6,514

11,634
8,028

27,832
31,258

34,017

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

Ｈ25 26 27 28 29 30 R1 2 3

（千円）

1,480 2,534

35,520
31,802

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H25 26 27 28 29 30 R1 2 3

（人）

７



１ 総合的な公共交通ネットワークの形成

２ 鉄道を活用した都市幹線の機能強化

３ 交通結節点機能の強化

４ 都市内交通の形成

５ 中山間地域（鏡・土佐山）の地域内交通の導入

６ 田園地域（春野）の地域内交通の導入

７ 公共交通のバリアフリー化の推進

８ パークアンドライド・サイクルアンドライドの推進

９ 多様化するニーズに即した公共交通の
確立と利用促進

10 環境負荷の少ない公共交通への
利用転換の推進

11 分かりやすい公共交通情報の提供

目 的：公共交通を活性化し、地域住民の需要に即した効率的で、持続可能な

公共交通体系を構築する

計画期間：５年間（Ｈ23～Ｈ27）

基本方針：市民とともに、人にやさしく、環境にやさしい交通の創造

計画事業：

◆H23 高知市地域公共交通総合連携計画
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計画事業：

１ 地域公共交通体系の形成
２ バス路線の再編
３ 鉄道を活用した広域幹線の機能強化
４ 中央バスターミナル機能の強化
５ 乗換ポイントの整備
６ 春野の地域内交通の導入
７ 重倉・久礼野の地域内交通の導入
８ 行川の地域内交通の導入
９ 御畳瀬・浦戸の地域内交通の導入
10 運行ﾀﾞｲﾔ・運行便数・運賃等の見直し
11 サイクルアンドライドの推進
12 パークアンドライドの推進
13 バス路線の確保・維持
14 乗合タクシーの確保・維持
15 バス停・電停等の利用環境の改善
16 バス・電車車両の改善
17 ですかによる多様なサービスの提供
18 分かりやすい情報サービスの提供
19 イベント等における広報活動

目 的：高知市が中心となり、まちづくりの観点を踏まえた将来にわたって持続可能な

地域公共交通網を構築する

計画期間：５年間（Ｈ28～Ｒ３）

基本方針：市民とともに、公共交通を守り・育て・支え合う

にぎわいあふれる交通ネットワークの構築

0000000000 6km6km6km6km6km6km6km6km6km6km

土佐山

春野 御畳瀬
・浦戸

鏡

行川

重倉
久礼野

中央部・周辺部

定時運行
路線バス

過疎地・周辺部

デマンド運行
乗合タクシー

◆H28 高知市地域公共交通網形成計画
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＜地域内交通イメージ図〉

乗換ポイント

コミュニティ交通

広域幹線（路線バス・路面電車・ＪＲ）

支線（地域内交通）

周辺エリア

まちなか

幹線（路線バス）

支線（地域内交通）

周辺エリア

計画事業：

１ 地域ぐるみで支える仕組みづくり

２ バス路線の再編

３ 鉄道を活用した広域幹線の機能強化
４ コミュニティ交通の導入

５ 交通結節ポイントの機能強化
６ 運行ダイヤ・運行便数・運賃等の見直し

７ サイクルアンドライドの推進

８ パークアンドライドの推進

９ バス路線の確保・維持

11 バス停・電停等の利用環境の改善
12 バス・電車車両の改善

13 路面電車を活かした魅力づくり

14 多様な情報サービスの提供
15 イベント等における広報活動

10 乗合タクシーの確保・維持

目 的：多様な交通手段が相互に連携した、将来にわたって持続可能な公共交通

ネットワークづくりの構築を実現する。

計画期間：５年間（Ｒ４～Ｒ８）

基本方針：市民とともに、支え・育み、次世代へつなぐ公共交通

◆2022 高知市地域公共交通計画

10



１ 運行ルート上で乗り降りできる

２ わかりやすくスムーズに運行できる

３ 運行ルート以外の人は利用できない

４ 予約 利用するには事前予約が必要

５ 乗換 まちへ行く場合はバスに乗り換える

中心部

路線型

乗換Ｐ

エリア型

中心部乗換Ｐ

１ 自宅近くで乗り降りできる

２ 全ての人が利用できる
（公共交通空白地の解消）

３ 複数人が乗り合う場合、迂回運行となる

４ 予約 利用するには事前予約が必要

５ 乗換 まちへ行く場合はバスに乗り換える

・タクシーで、自宅近くから地域の乗換ポイントまで乗り合いながら送迎する公共交通。
・利用するには、電話予約が必要です。
・デマンド（予約型）なので無駄な運行がない。
・ご自宅近くまで送迎できるため、高齢者やバス停まで遠い方などは便利になります。
・バスと違い、タクシーは道幅の狭い道路でも運行できる。
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（H24.10）

（H24.10）

（H28.10）

（H29.10）

鏡

土佐山

行川
円行寺

御畳瀬

春野

（H29.10）
（H29.10）

浦戸

久 重
(H30.10)

三 里
(H30.10)

布師田
(H30.10)

大 津
(H30.10)

土佐山
(H24.10)

鏡
（H24.10）

行川
(H29.10)

長浜・
御畳瀬・浦戸

（H29.10）

円行寺
(H29.10)

春野
（H28.10）

地域 運行形態 運行事業者

●平成24年10月(実証)
平成25年10月(本格）

鏡 エリア型 (有)さくらハイヤー

土佐山 エリア型 (株)第二さくら交通

●平成28年10月

春 野 路線型 (有)第一さくら交通

●平成29年10月

行 川 エリア型 (有)福井タクシー

円行寺 路線型 (株)第二さくら交通

長 浜
御畳瀬
浦 戸

路線型 土佐ハイヤー(株)

●平成30年10月

三 里 路線型

(株)第二さくら交通
大 津
一 宮

路線型

久 重 エリア型

（令和４年３月時点）

◆デマンド型乗合タクシーの導入地域
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土佐山中学校

健康福祉センター

土佐山小学校 へき地診療所

◆概要
面積 59.2 ｋ㎡
世帯 446 戸
総人口 1,044 人
年少人口 87 人
生産年齢人口 580 人
老年人口 377 人
高齢化率 36 ％（H24.4.1現在）

◆現状
・保・小・中学校がそれぞれ１校
・高齢化率が高く、分散した集落
・扇状に道路が広がり、循環道路がない
・各集落の道幅は約２．５ｍと狭い
・バスは主要道路を運行しているため、

集落からバス停までは遠い

◆地域の交通
・路線バス
・スクールバス
・へき地診療所送迎車
・健康福祉センター
・スーパーの移動販売車

スクールバス

へき地診療所バス

バス路線
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期間 H24.10.1～１年間

形態
区域運行・乗合

デマンド型
区域 土佐山（西・中・東エリア）

車両 小型タクシー
乗換ポイント 土佐山庁舎，円行寺バス停
運行エリア 土佐山全域
運行日 毎日

便数
行き ３便

帰り ３便
運賃 大 人200円

予約方法

予約時間

電話・ＦＡＸ

8:30～16:00
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西エリア 中エリア 東エリア

円行寺ﾊﾞｽ停

土佐山庁舎

実証運行

◆実証運行／運行概要

（土佐山庁舎） （円行寺バス停）
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 合計

地域 ⇒ 円行寺

円行寺① 7:30着 8人 9人 4人 4人 8人 4人 8人 45人
円行寺② 13:30着 10人 7人 6人 7人 3人 7人 7人 47人
円行寺⑦ 16:25着 － － － － 1人 0人 0人 1人
円行寺③ 18:10着 0人 2人 0人 0人 － － － 2人

円行寺 ⇒ 地域

円行寺④ 7:35発 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
円行寺⑧ 13:25発 － － － － 0人 2人 6人 8人
円行寺⑤ 16:35発 11人 9人 6人 6人 7人 4人 7人 50人
円行寺⑥ 18:15発 0人 0人 0人 0人 － － － 0人

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 合計

地域⇒土佐山庁舎

土佐山① 7:05着 7人 6人 6人 2人 2人 3人 0人 26人
土佐山⑦ 9:00着 － － － － 9人 4人 10人 23人
土佐山② 12:10着 8人 23人 8人 12人 4人 10人 12人 77人
土佐山③ 17:00着 1人 3人 0人 0人 － － － 4人

土佐山庁舎⇒地域

土佐山④ 8:15発 0人 1人 0人 0人 － ー － 1人
土佐山⑧ 12:00発 － － － － 1人 1人 3人 5人
土佐山⑤ 14:20発 14人 7人 14人 4人 10人 7人 8人 64人
土佐山⑥ 18:10発 9人 11人 8人 11人 7人 11人 15人 72人

円行寺バス停

土佐山庁舎

◆実証運行／便別利用状況
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月

月

火

火

水

水

木

木

金

金

土
土

日
日

回

5回

10回

15回

20回

月 10回 11回 9回 7回 5回 8回 15回

火 17回 6回 12回 4回 7回 6回 12回

水 4回 5回 5回 2回 5回 8回 8回

木 7回 10回 6回 6回 12回 6回 14回

金 11回 13回 9回 12回 6回 11回 9回

土 7回 4回 3回 2回 8回 4回 5回

日 1回 4回 2回 4回 2回 3回 2回

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

◆実証運行／曜日別利用状況
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エ
リ
ア

・高川と都積が同じエリアで運行するのは無理

・東・西・中と３エリアに分けたことで地域が分担された

予
約

・予約締切時間が２～３時間前は早すぎる

・高齢者は予約電話が難しい

・まちの病院の診察が長引いた場合、キャンセルはどうするか

運
行

・自宅の庭先まで送迎を

・１日３便は少ない。もっと増やしてほしい

・行きたいところへ行く制度にしてほしい

・市中心部近くまで運行すれば利用客はもっと増える

・運行中の乗合タクシーを見つけたとき乗車してもよいか

・以前は、９時発のバスで通院していたが、この便に替わるタクシーがない

乗
換

・乗り換えが面倒なので、まちへ直行してほしい

・へき地診療所などへ直接運行してほしい

参加者

１１地区 １８４名

配布 回収

４３６戸 １０３通 ２３．６％

説明会 アンケート

◆実証運行／利用者の主な意見等
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乗車人数

下車人数土佐山④
8:15

土佐山⑤
14:20

土佐山⑥
18:10

94

66

31
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10

20

30

40
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7:10 9:05 12:15 15:00 17:05 18:35

乗車人数

下車人数

平均乗降人数
1.0未満

平均乗降人数
3.0以上土佐山①

7:05
土佐山②
12:10 土佐山③

17:00

◆実証運行／路線バスの利用状況

下り（市中心部⇒土佐山）

上り（土佐山⇒中心部）
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平成 25年 4月 18日 

土佐山夢づくりの会 

土佐山地域にふさわしい地域交通実現のために 

～住民・事業者・行政がともに支え合いながら地域の公共交通を守ろう～ 

提 案 書 
 

平成 25年 4月 18日 

土佐山夢づくりの会 

土佐山地域にふさわしい地域交通実現のために 

～住民・事業者・行政がともに支え合いながら地域の公共交通を守ろう～ 

提 案 書 

土佐山地域にふさわしい地域交通実現のために

～住民・事業者・行政がともに支え合いながら地域の公共交通を守ろう～

土佐山夢づくりの会から高知市へ
提案書の受け渡し式

日時 ： 平成25年4月18日
場所 ： 土佐山公民館

◆本格運行に向けた高知市への提案
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本格運行
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円行寺ﾊﾞｽ停

土佐山庁舎

期 間 H25.10.1～

形態
区域運行・乗合

・デマンド型
区域 土佐山
車両 小型タクシー

乗換ポイント 土佐山庁舎，円行寺バス停

のりおりば
健康福祉ｾﾝﾀｰ

へき地診療所
－

運行エリア 土佐山全域
運行日 月～土（日祝・年末年始運休）

便数
行き３便

帰り３便

行き２便

帰り２便
運賃 大人300円 大人400円

予約方法

予約時間

電話・ＦＡＸ

7:00～16:30

本格運行

◆本格運行／運行概要

健康福祉センター

へき地診療所
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１ひまわり 12桜丸 23 お山のタクシー 34タクシーロートルライト
２愛あい号 13花鏡 24 梅丸 35 アリガタヤタクシー
３ほたる号 14ゆずかがみ 25こうちゃん号 36バスのかわりちやー
４かわせみ号 15 クローバー 26うれしいカー 37よびのりタクシー
５のりたく 16乗りや 27 やまんば 38おしどりタクシー
６ぐるっと 17やまぶき 28かがみほたる 39よりあいタクシー
７ゆったり 18あいたく 29老テーション 40とさやまほたる
８やまびこ 19鏡川 30 福祉交流バス 41いなかタクシー
９ゴトゴト号 20ウグイス号 31ゆずやま号
10しあわせ号 21かがみどり 32のぞみ
11 うめかがみ 22笑みちゃん 33かがみ桜

かわせみ号

旧土佐山村の鳥「かわせみ」が鏡川上流の清い流れに生息

しているように乗合タクシーも鏡川上流域で運行している。

かわせみ号

旧土佐山村の鳥「かわせみ」が鏡川上流の清い流れに生息

しているように乗合タクシーも鏡川上流域で運行している。

◆本格運行／愛称募集

◆本格運行／のりおりば新設

（健康福祉センター）（へき地診療所）
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本格運行

実証運行 本格運行

（人）

（月）

H24.10
～H25.3

H25.4
～H25.9

H25.10
～H26.3

H26.4
～H26.9

H26.10
～H27.3

H27.4
～H27.9

H27.10
～H28.3

H28.4
～H28.9

H28.10
～H29.3

運行回数
（月平均）

284回
（47回）

346回
（58回）

417回
（70回）

388回
（65回）

470回
（78回）

507回
（85回）

574回
（96回）

550回
（92回）

573回
（96回）

利用人数
（月平均）

349人
（58人）

411人
（69人）

483人
（81人）

464人
（77人）

555人
（93人）

603人
（101人）

697人
（116人）

639人
（107人）

658人
（110人）

◆本格運行／利用状況
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運行回数



鏡庁舎

土佐山庁舎

H29.10
路線再編

鏡庁舎

土佐山庁舎

◆本格運行／バス路線の再編（２系統の一本化）
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１.バスなので主要道路のみ運行
２.利用者はバス停で乗り降り
３.地域の中心までの運賃は
200円から700円程度

４.利用がなくても毎日運行するため
経費増加

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

H24実証運行
H25本格運行

自宅前で乗り降りできるうえに安価な運賃となることで利用者が増加。
予約がなければ運行しないため、運行費用が削減できる。

⇒ 特に利用が少なく、高齢化率の高い地域は「デマンド型」が効果的。

路線バス デマンド型乗合タクシー

１.タクシーなので集落内も運行
２.利用者は自宅前で乗り降り
３.距離に関係なく地域の中心までの

運賃は一律300円
４.予約がない時は運行しないため

経費削減

◆鏡・土佐山デマンド型乗合タクシー導入の効果
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タクシー
事業者

高知市

利用者

将来にわたって持続できる地域内公共交通の仕組みづくり

・自宅近くで乗り降り
・運賃が安価
・電話予約・乗り換えが伴う

・運行費用の削減
・運転手不足への対応
・バス停の維持費用の削減
・路線再編・減便への対応

・運行費用が約１／３に削減
・交通不便地への対応
・各団体の調整が必要

・新規事業への参入
・安定的な収入
・手続きが煩雑

デマンド型
乗合タクシー

バ ス
事業者

25

◆鏡・土佐山デマンド型乗合タクシー導入の効果
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土佐山中学校

健康福祉センター

土佐山小学校 へき地診療所

スクールバス
へき地診療所バス
バス路線
デマンドタクシー

・土佐山地域の移動手段（デマンド、スクールバス、診療所送迎バス）を一元化
することで、利便性向上するとともに、事業費や事務処理等を削減。
・タクシー会社（第二さくら交通）が土佐山営業所を新設し、効率的な運行を実現。

◆移動手段の一元化

共創の取組

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

0000000000 3km3km3km3km3km3km3km3km3km3km

健康福祉センター

土佐山学舎 へき地診療所

H30.10
移動手段
一元化

バス路線
デマンドタクシー
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※診療所、学舎への利用は無料

形態 区域運行・乗合・デマンド型
運 行 日 月～土 → 毎日

みづき便 土佐山便

車両
セダン ３台 → ６台
ジャンボ － → ２台

予約締切
行き １２０分前→６０分前
帰り ６０分前→６０分前

便数 ８便 ６便→１４便
運賃 ５００円 ３００円

乗換ポイント 円行寺→みづき 土佐山庁舎

のりおりば － へき地診療所、土佐山学舎

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R元 R２ R３ R４

（人）

（前：10月～３月 後：４月～９月）

◆一元化の運行概要

◆一元化の利用状況

H30.10.1一元化
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・セダンタクシー ６台
・ジャンボタクシー ２台

土佐山庁舎

営業所駐車場 駐車場

２台
６台

営業所駐車場

①事業費の削減 ・一元化 ： 1,590万/年→ 1,182万/年（▲ 408万）

・スクール再編 ： 2,540万/年→ 1,915万/年（▲ 625万）

（計） 4,130万/年→ 3,097万/年（▲ 1033万）

②増便による利便性の向上 ・土佐山：６便→16～18便 （増便）
③予約締切時間の緩和 ・土佐山：120分→60分前締切
④医療・教育の交通環境の拡充 ・ご自宅から土佐山学舎・へき地診療所へ直行
⑤地域の活性化 ・地域のにぎわいや外出機会の創出、移住定住に寄与
⑥交通事故の防止 ・高齢者の運転免許返納後の移動手段として活用

費 用

利用サービス

◆一元化の効果

◆土佐山営業所の新設（第二さくら交通）

駐車場
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◆導入に当たっての検討項目

運行主体 バス会社、タクシー会社、自治体、ＮＰＯ

使用車両 バス（大・中・ﾏｲｸﾛ）、タクシー（ｼﾞｬﾝﾎﾞ・中・小）、自家用車

運行形態 定時運行、デマンド運行

運行態様 路線定期運行、路線不定期運行、エリア運行

区域・路線 現在のバス路線、地域全体

乗降場所 停留所制、フリー乗降、自宅近く

運 賃 対キロ区間制、地帯制、均一制、割引

予約方法 電話・ファクス、受付・締切時間

運 行 日 毎日、平日のみ、曜日指定（月・水・金）

対 象 者 １人で乗り降りできる方

運行便数 バス便数と同数、利用の少ない便は減便

運行時刻 おでかけ便［午前～午後］、お帰り便［午後～夕方］

予約締切 30分前、60分前、90分前、120分前

補 助 金 タクシー距離制運賃・時間制運賃、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型運行標準経常費用

愛 称 地域にふさわしい名称，地域で支える交通の意識醸成

※タクシー運行する場合 バス許可申請指導（運送法４条乗合許可）、運行管理者の取得
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◆導入に当たっての協議先・協議内容等

① タクシー

④ バス

② 地域住民・団体

⑤ 高知市

③ 国・運輸局・県

●事業者選定
・協同組合協議
・事業実施説明会
・事業者選定会
・ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ審査会
●事業実施者
・事業者説明会
・ﾃｽﾄ運行
・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
●事業者報告会

・代表者説明会
・各地区説明会
・小学校説明会
・中学校説明会
・診療所との協議
・福祉施設との協議
・全世帯アンケート
・愛称の募集
・地域からの提案書

・実証運行に係る道路運
送法第21条許可手続
・本格運行に係る道路運
送法第４条許可手続
・生活交通ネットワーク
計画申請手続

・実証運行等に係る
運行補助申請

・バス乗降調査
・バス路線一部休止
・バス路線再編
・便数設定
・ダイヤ設定

・財務部 協議
・教育委員会 協議
・健康福祉部 協議
・農林水産部 協議
・市議会事前 協議
・予算要求資料作成
・補助金要綱 作成

利用促進・広報活動等

・新聞
・市ホームページ
・市広報誌
・地域の広報誌
・乗合タクシー広報誌
・リーフレット作成・配布
・出発式
・マグネットシート作成
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平成23年 平成24年 平成25年

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

地
域
住
民

① 地域説明会
関係施設へ個別説明

② アンケート・愛称

③ 広報・周知

タ
ク
シ
ー

④ 事業者選定

⑤ 地域公共交通会議

⑥ 運行会社への説明
・許可手続等

バ
ス

⑦ 利用実態調査

⑧ 路線バス休止・廃止
手続

高
知
市

⑨ 国庫補助申請

⑩ マグネットシート、
チラシ作成・配布

⑪ 地域内道路等の把握

⑫ 予算要求手続

⑬ 市議会説明

実証運行

◆公共交通会議

◆10/1出発式

31
◆導入スケジュール

本格運行路線バス

地域説明会

選定委員会
・事前説明会

◆アンケート・愛称募集

地域説明会 地域説明会

21条許可

“乗合タクシーかわら版”の発行

４条許可

◆公共交通会議

利用調査

バス停撤去定期利用者等へ周知

・再編,減便の承認 ・再編,減便の承認

・会社説明会 ・会社説明会

・会社ヒア ・会社ヒア

・試験運行 ・試験運行

・ﾌｨｰﾀﾞｰ計画提出⇒承認 ・ﾌｨｰﾀﾞｰ計画実績報告

チラシ他作成・配布 チラシ他作成・配布

・予算要求・査定

■３月議会

・予算要求・査定

■３月議会 ■

全世帯の位置確認
道路状況の把握



路線バス廃止後の
デマンドタクシー活用事例

遠州鉄道株式会社

路線バス撤退後の
デマンドタクシー活用について

2023年3月22日
遠州鉄道株式会社

資料３



1.遠鉄グループについて

1



1.遠鉄グループについて

2

経営理念

地域とともに歩む
総合生活産業として
社会に貢献する



2.遠鉄グループの運輸事業について

3

【遠州鉄道株式会社】
（路線バス・貸切バス・空港高速バス・鉄道・整備・自家用車請負）

路線バス 内容
停留所数 約1,400本
車両数 231両 ※車いす利用可能率100％（ノンステップorワンステップ）

乗務員数 395名（貸切及び空港高速と一体運用）
路線数 浜松市及び磐田市、計33路線
ICカード対応 全車両にて対応、ただし自社専用カードのみ

※2022年4月1日現在

【遠鉄タクシー株式会社】
タクシー 内容

車両数 一般乗用495両+乗合18両（認可台数）
乗務員数 510名

※2022年4月1日現在

遠州鉄道の運輸担当役員とタクシーの社長が
それぞれの会社の取締役を兼任し、セグメント経営を実施



3.地方都市の地域公共交通の現状

【バス事業者】

【自治体】

【利用者】

需要がある場合のみ、ダウンサイジングした車両で

自宅から目的地に運行する「デマンド交通」が注目
4

• 高齢化による「ファースト/ラストワンマイル （自宅～バス停～目的地）」の

課題

• 乗客減少→収支悪化→縮小
• 運転者不足

• 財政逼迫（高齢者増加による社会保障費増）

• 交通空白地域対策（高齢者の足の確保）

…負のスパイラル



5

磐田市デマンド
（８路線）

磐田 袋井市デマンド
（6路線）

袋井
鷲津循環線
湖西市デマンド
（5路線）

湖西

バス撤退後の代替・交通空白地域への新設等が背景
2011年より受託→拡大

4.遠鉄タクシー受託の乗合事業

いなさみどりバス

細江みをつくしバス

龍山ふれあいバス

春野ふれあいバス

引佐

細江

天竜

春野

都田・滝沢
にこにこバス 都

田

龍山天竜ふれあいバス

社会的：交通弱者の足の確保
会社的：安定収入

・湖西市 ・磐田市 ・袋井市）（浜松市



導入の経緯（バスからの移行・交通空白地域への新設）で
運行形態が自治体によって異なる。

時刻設定あり 時刻設定なし

予約
なし

バス停
あり

定時定路線

×・【浜松北】にこにこ（滝沢）
・【湖西】こーちゃん鷲津循環

バス停
なし × （タクシー/流し）

予約
あり

バス停
あり

定時デマンド 停留所型 デマンド 停留所型
・【浜松天竜】天竜ふれあい ・【浜松北】引佐みどりなおとら
・【浜松北】引佐みどりつつじ ・【浜松北】細江みをつくし
・【袋井】法多

定時デマンド ドアtoドア型（指定施設型）

・【湖西】コーちゃんタクシー5地区
・【磐田】お助け号8地区
・【袋井】宇狩/浅羽南/浅羽西

バス停
なし × (タクシー/予約)

ドアtoドアのデマンドタクシーはファースト/ラストワンマイルの
課題を解決する、利便性が高いスキームで支持・拡大

4.遠鉄タクシー受託の乗合事業

6



5.事例紹介 （1）浜松市北区いなさみどりバス「なおとら線」

■元々は定時定路のバス路線
■バス停 66箇所

●運行開始当初

7

↓
■定時定路型デマンド 3路線
■週2日（月・金）1日4便
■ジャンボタクシー1台+普通車2台
■交通検討会には遠州鉄道も参加



5.事例紹介 （1）浜松市北区いなさみどりバス「なおとら線」

8

●ICTシステム導入後（2018年3月～）
■路線・時刻なしデマンド
■バス停 166箇所
■週4日（月・水・金・土）8～18時
■ジャンボタクシー1台+普通車1台（専用借上）

乗車距離 運賃

0.0～1.0km 100円
1.1～3.9km 200円
4.0～6.3km 300円
6.4～8.8km 400円

8.9～11.7km 500円
11.8～19.9km 600円
20.0～24.3km 700円

聖隷三方原病院

金指駅

渋川

約20㎞



5.事例紹介 （1）浜松市北区いなさみどりバス「なおとら線」

9

運行開始後に伸長したが、コロナ禍で低迷。

2,599

3,231

2,903

2,647

2,199

2,893

2,588 2,590

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

なおとら線 運行実績推移

人員 運行回数

↓
本数を確保したい場合は地元自治会が基準に満たない分を補填
更には「週6日に増便」との熱い想いも

専用車両借り上げの為、運行回数の如何によらずコストは変わらないので、収支率が課題（※）

※浜松市基準の「収支率16％」に満たない場合は、週2日の『生活支援運行』に移行



5.事例紹介 （2）磐田市デマンド型乗合タクシー「お助け号」

10

【運行形態】
・ドアtoドア（自宅⇔指定施設）デマンド

【車両】
・普通車タクシー（UDタイプJPN TAXIが7割超）

➊自宅と病院・買い物など定められた施設の間を送迎

➋定額運賃利用

➌相乗り運行

➍決まった運行時刻



5.事例紹介 （2）磐田市デマンド型乗合タクシー「お助け号」

11

【ダイヤ】
・月～土曜運行
・午前：概ね8時から1時間ヘッド
・午後：概ね17時まで1～2時間ヘッド

【運賃】 障害・免許返納割（半額）あり
・地区内400円
・交通結節点200円
・地域外800～2,400円



自主運行・民間バス デマンド型乗合タクシー
1997年 H9 旧豊田市「ユーバス」新設

1998年 H10
旧福田町「エコバス」新設
旧磐田市「磐田市バス」新設

1999年 H11 旧豊岡町「ごんバス」自主運行化

2005年 H17 磐田市・豊田町・竜洋町・福田町・豊岡村が合併

2010年 H22 竜洋:「竜タク」開始
2011年 H23
2012年 H24 「エコバス」廃止 福田:「ふくタク」開始
2013年 H25 「ごんバス」廃止 豊岡:「ごんタク」開始
2014年 H26
2015年 H27 「ユーバス」「磐田市バス」廃止 豊田・南部・東部・北部:「お助け号」開始
2016年 H28 中央:「お助け号」開始

2017年 H29
中央以外:土曜運行開始・昼便増便
全地区:免許返納割導入

2018年 H30 中央:土曜運行開始・2便増便・年齢制限（65歳以上）導入
2019年 H31/R1

2020年 R2 遠鉄バス城之崎線東新町系統廃止 東部:3便増便
2021年 R3 東部:2便増便

2022年 R4
遠鉄バス掛塚線とつか・千手堂系統廃止
掛塚磐田線新設

竜洋:1便増便
南部:2便増便

…

…

5.事例紹介 （2）磐田市デマンド型乗合タクシー「お助け号」
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5.事例紹介 （2）磐田市デマンド型乗合タクシー「お助け号」
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2019年度
29千人

2022年度
40千人超
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

乗合率人員

中央 豊田 東部 竜洋 南部 福田 豊岡 北部 乗合率

2020年度
29千人

2021年度
37千人



5.事例紹介 （2）磐田市デマンド型乗合タクシー「お助け号」
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路線 7:007:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 18:00 計
中央 1.7 3.3 5.7 4.5 4.0 3.2 2.6 1.9 26.9
豊田 0.7 1.4 3.3 3.7 2.5 2.1 2.3 1.4 1.3 18.8
東部 0.9 1.8 1.3 1.9 2.0 1.8 1.5 1.8 1.0 1.2 0.6 0.6 16.3
竜洋 1.3 2.1 2.3 2.4 1.5 1.0 1.7 0.9 0.4 13.5
南部 0.7 1.2 2.2 2.1 1.8 0.6 1.7 0.3 0.7 11.4
福田 1.0 1.4 1.4 1.6 1.4 0.9 0.5 8.1
豊岡 0.1 0.4 0.9 1.3 0.8 0.4 0.4 0.3 0.1 4.6
北部 0.4 0.5 0.7 0.5 0.7 0.4 0.4 3.6
計 0.9 0.8 5.8 2.9 6.3 7.7 10.6 8.6 9.1 7.2 8.3 3.6 5.6 2.4 6.5 4.8 1.6 2.8 4.5 1.7 0.7 0.6 103.31.7 8.7 14.0 19.2 16.3 11.9 8.0 11.4 4.4 6.2 0.7 0.6

0

2

4

6

8

10

12
中央 豊田 東部 竜洋 南部 福田 豊岡 北部

午前10時台がピークで、午後は徐々に減少（圧倒的に通院利用多）

路線・時間帯毎運行台数（土曜除く平日）

1日100台程度が稼働
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5.事例紹介 （2）磐田市デマンド型乗合タクシー「お助け号」
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城之崎線
東新町系統
廃止

掛塚線
とつか・千手堂系統
廃止

2019年度比
東部 240.1％
竜洋 173.0％
南部 152.1％



一般乗用専用システムには、乗合独自ルール（乗せ合わせ・独自運賃・実績報告）
への対応機能がない 16→人的作業増・ユーザビリティ低下（予約締切早）

6.乗合運行におけるタクシー会社の課題
◆最もコストが掛かっている運転者と車両をどう扱うか？

乗合専用 一般乗用専用（配車システム）

予約受注 〇
（ネットOK）

×
（アプリはあるが電話メイン）

乗合・ルート生成 〇
（自動）

×
（手動生成）（システムへのインプット）

実績報告 〇
（自動）

×
（手動）

◆システムは？

運行形態 会社 行政

定時定路 専属が望ましい（計画的運用） 乗らない場合は無駄なコスト（空気輸送）

デマンド 専属で低稼働だと
「収入なしの拘束待機」

合理的なコスト
（走らなければ↓）

デマンドの場合はリスクヘッジの意で、乗用との兼業（ハイブリッド運用）が理想
但し、バランスが難しい
(’20年春のコロナ・JR御厨駅開業で一般乗用激減だが、ピーク時間一致→供給限界)
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6.乗合運行におけるタクシー会社の課題

:乗用フロー :乗合独自フロー 17
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7.遠鉄グループの役割

19

【路線バス】

【タクシー】

【自家用車請負（白ナンバー）】

行政との連携を密にしながら、グループ一体となって
需要に応じた地域の足の確保に努めていきます！

行政
（国・県・市・NPO等）



～高齢者等の「足」の課題の解決に向けて～

都市建設部地域交通課

主幹兼新交通推進係長 松 下 武 人

藤枝市における

新しい交通の

仕組みづくり

令和５年3月22日

ラストワンマイル・モビリティ検討会

資料４



2

藤枝市の紹介
・静岡県のほぼ中央、静岡市の西隣
・東海道の宿場町
・「ほど良く都会 ほど良く田舎」
・ごみ排出量少なさ 全国第６位

面積：194.03㎢
人口：142,955人（R4.4月）
高齢化率：30.6％（R4.4月）
要介護（要支援）認定率：16.4％
（R4.9月）

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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大久保上滝沢線

藤枝駅ゆらく線

志太温泉線

駿河台線

駅南循環善左衛門線

駅南循環大洲小学校線

藤枝駅広幡線

藤枝駅光洋台線

五十海市立総合病院線

藤岡地区乗合タクシー

中部国道線

朝比奈線

焼津岡部線

葉梨線

五十海大住線

藤枝相良線

藤枝吉永線

藤枝市バス等路線図

バス・乗合タクシー

①民間路線バス…８路線

②市自主運行バス…５路線

③乗合タクシー…４地区

④広域バス路線

・富士山静岡空港アクセス

バス

・渋谷ライナー

・東京ディズニーリゾート線

鉄道

ＪＲ東海道線（藤枝駅）

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり



4

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

講座の内容

１ 乗合タクシーの導入・充実

２ 新たな交通手段の創出

３ 今後の取組
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１ 乗合タクシーの
導入・充実

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり



市内民間運行路線名 移行後

志太温泉線

存続

駿河台線

中部国道線（静岡）

五十海大住線

藤枝吉永線

藤枝相良線

瀬戸ノ谷線

路線廃止
⇓

市自主運行

藤枝駅ゆらく線

大手市立病院線 大手市立病院線

藤枝忠兵衛線 藤枝駅南循環線

中部国道線（六合） 藤枝駅光洋台線

葉梨線 短縮・廃止等
民間による路線再編大覚寺線

6

(1) 乗合タクシー導入の背景

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

平成19年度
～21年度

民間バス路線
６路線が相次ぎ

廃止へ

実証運行を経て
自主運行路線へ

移行
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(1) 乗合タクシー導入の背景

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

収支率を基準に
効率的な運行方法を

検討

自主運行路線名 検討結果

大久保上滝沢線

自主運行バスとして
存続

藤枝駅ゆらく線

駅南循環線

朝比奈線

藤岡市立病院線 デマンドタクシーに

西焼津駅水守線
バス停型乗合タクシー
「藤枝駅広幡線」に

藤枝駅光洋台線
バス停型乗合タクシー
「藤枝駅光洋台線」に

大手市立病院線
バス停型乗合タクシー

「五十海市立総合病院線」に

藤枝岡部線 廃止

平成２５年度頃～



藤枝市における庁内他部局や関係機関等との連携・支援による生活支援の取組

8

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

(2) 乗合タクシーの運行

平成25年度
藤岡地区等の住民を対象とした
会員制乗合タクシー
「藤岡地区乗合タクシー」運行開始

平成27年度
誰でも利用できる
バス停型乗合タクシー

「藤枝駅水守線」
運行開始

ＦＡＸでも予約できます。



藤枝市における庁内他部局や関係機関等との連携・支援による生活支援の取組

9

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

平成28年度

令和３年度
総合病院までの路線復活の要望を受け

「五十海市立総合病院線」（バス停型）運行開始

(2) 乗合タクシーの運行

バス停型乗合タクシー

「藤枝駅光洋台線」運行開始
広幡地区住民の要望を受け
「藤枝駅水守線」を延伸 ⇒「藤枝駅広幡線」



藤枝市における庁内他部局や関係機関等との連携・支援による生活支援の取組

10

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

令和４年度⇒令和５年度

(3) 乗合タクシーの充実

「藤枝駅広幡線」・「五十海市立総合病院線」
の延伸等

・地域住民の高齢化とともに交通空白地域の課題増大
・沿線隣接地域への延伸の要望取りまとめ
交通空白地域の解消、買い物、通院等のニーズに対応

・意見交換実施 ⇒ 停留所設置場所調整

停留所１８か所（９地区）を増設



藤枝市における庁内他部局や関係機関等との連携・支援による生活支援の取組
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藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

(3) 乗合タクシーの充実

路線名 ルート 運行開始 運行形態
R4年度
月平均
利用者数

藤岡地区
乗合タクシー

高田・清里・藤岡～
千才～藤枝市立総合

病院
H25.4.1 区域型 206人

藤枝駅広幡線
水守～平島団地・
田中～JR藤枝駅

H27.4.1 バス停型 229人

藤枝駅光洋台線
JR藤枝駅～瀬戸・

光洋台～
瀬戸消防団前

H28.4.1 バス停型 194人

五十海
市立総合病院線

五十海～市立総合病院 R4.2.1 バス停型 240人



藤枝市における庁内他部局や関係機関等との連携・支援による生活支援の取組
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藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

(4) 乗合タクシーのメリット

●大量輸送の必要のない地域の公共交通として
効率的な運行が可能
タクシー車両を有効に活用
タクシー事業所の配車機能を有効活用

●乗降場所のきめ細かで柔軟な設定が可能

小回りの利くタクシー車両での運行のため
地域住民の要望にきめ細かに対応可能

●都市機能としての公共交通の低下を防ぎ
利便性を向上させることが可能
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２ 新たな交通手段
の創出

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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平成26年介護保険法改正

(1) 生活支援体制整備事業の推進

新しい介護予防・日常生活支援総合事業

生活支援体制整備事業の導入

超高齢社会を背景に抜本的制度改正

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

平成29年度第2層ＳＣ設置（市社協）
・第2層協議体順次立上げ
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(2) 地域課題の認識

地域住民の代表者の課題意識

高齢者の「足」

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

高齢者のアンケート
日常生活の外出
買い物、通院、社会参加
要支援状態になると通院が主になり、

外出活動が鈍化
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(3) 多様な主体による移動支援の研究

「高齢者移動支援研究会」立ち上げ
庁内横串

多機関・団体連携

市６部局11課室（※）が参画

(※)企画創生部広域連携課、財政経営部財政課、
市民文化部協働政策課、市民活動団体支援課、交通安全対策室、
健康福祉部福祉政策課、自立支援課、介護福祉課、地域包括ケア推進課 、
都市建設部公共交通政策室、産業振興部商業観光局商業観光課

地区社会福祉協議会（5地区）、藤枝市社会福祉協議会、
地域包括支援センター、市シルバー人材センターが参画

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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令和元年度から移動支援を後押しする事業として・・・

地域支え合い出かけっＣＡＲサービス支援事業
をスタート

①運転ボランティアによる移送への支援

②法人の地域貢献活動による移送への支援

(4) 移動支援研究会の成果

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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① 運転ボランティアによる移送への支援

地区社協等

利用者

（会員）

運転

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

市社会福祉

協議会

運転

保有

維持管理

保険加入

乗車

送迎

利用

申込

配車

調整

市
委託

講習

その他支援

【利用対象者像】
次のいずれにも該当する高齢者
・自動車が運転できない高齢者
・家族の支援等が受けられない高齢者
・公共交通の利用が難しい高齢者

↓
既存の公共交通では解決が困難

解決策

移動が困難な高齢者のた
めの外出の課題を地域住
民の力で解決しようとす
る意欲あふれる地域づく
り団体

地域づくり
団体が募っ
た住民有志
のボラン
ティア

住民の地域福祉活動に対す
る支援窓口

地域住民で解決し
ようとする支え合
い（互助）の地域
づくりの取組を支
援

地域住民の互助による移動支援の課題
〇車の導入経費
〇保有するための維持管理に要する事務及び費用

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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② 法人の地域貢献活動による移送

19

利用者

（会員）
移動支援

従事職員

乗車管理担当

運行乗車

地区社協

事業等への

送迎

利用

連絡

利用

調整

社福法人等

デイサービス等

送迎車両

地区社協

市

コーディネート

を行う人材

派遣又は雇用

賃金補助

移動が困難な高齢者のた
めの外出の課題を地域貢
献事業で住民とともに解
決しようとする意欲あふ
れる法人移動が困難な高齢者のた

めの外出の課題を地域の
法人と連携して解決しよ
うとする意欲あふれる地
域団体

地域の課題を解決しようとす
る支え合いと地域の法人によ
る地域貢献の取組を支援

※運転中の賃金を除く。

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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① 運転ボランティアを組織化
西益津地区社協 R1.6.28～
葉梨地区社協 R1.10.1～

② 地域の法人と地区社協とが連携
瀬戸谷地区 R1.11.5～
月２回買い物ツアーを実施

★支援制度を活用した地域の取組の創出

★その他支援制度を活用せずに地域の法人と連携した移動支援も創出

(4) 移動支援研究会の成果

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

大洲地区社協 R2.10.1～
高洲地区社協 R3.3.1～
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(5) 新たな課題

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

●全て無償運送でスタート

実施地区の運営手法によっては継続性に課題

・運転ボランティアなどの人材確保
・ガソリン代その他の事業費の確保

新たな課題対応のために…

●地域住民で解決できない「足」の課題
・高齢者の通院の交通手段
・高齢者の通いの場への交通手段 など



自家用有償旅客運送支援事業創設

買い物支援

サロン・会食会な
どの通いの場参加
支援

運転手への
謝礼支払い

自家用有償旅客運送事業
として実施可能

運送の対価
の収受

自家用車（白ナンバー車両）による人の輸送

補助

22

寄付金の
受入れ

【補助対象要件】
・自家用有償旅客運送の実施
・地域貢献事業と認められること

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

地域の法人や団体などが実施している買い物支援
事業など地域貢献のために高齢者や障害者の移動支
援サービスを自家用有償旅客運送事業で実施する場
合、法人や団体に対し、運転手への謝礼、燃料費等
必要な経費について、２０万円を上限に補助。運輸
支局登録申請の支援

燃料費、運転手・コーディネーターへの謝礼、通信費、
消耗品費、運転手の講習参加費等の事業費を補助。



実施の要件

自家用有償旅客運送事業（登録制）

◆２００６年道路運送法改正で新規に位置づけ

既存のバス・タクシー事業者で輸送サービスが提供されない場合に、
登録を受けた市町村 / ＮＰＯ等が、自家用自動車（白ナンバー）を用いて、
有償で運送することが可能
運送の対価を受けることが可能 ⇒ 第三者による事業の資金提供が可能

◆安全・安心を確保するための措置：〔登録制度〕
・ 安全確保＝２種免許又は１種免許＋講習（種類により講習は異なる）、

運行管理の責任者の選任等
・ 利用者保護＝対価掲示、損害賠償措置

自家用有償旅客運送の種類

自家用有償旅客運送の概要

市町村が実施

地域公共交通会議等の合意

福祉交通空白地

NPO等が実施 福祉交通空白地

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり



瀬戸谷地区買い物支援事業の
自家用有償旅客運送移行支援

24

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

実施日
対象地区

毎月第１月曜日：中里・市之瀬・蔵田・大久保地区
毎月第３月曜日：本郷・滝沢・滝ノ谷地区

行き先 エスポット藤枝店、西友南新屋店、カインズモール藤枝

運 賃 無料

登録証の伝達 買い物出発

Ｒ４年６月～
無償運送で実施していた
買い物支援事業を有償運
送で実施

市の補助金を原資として運転手の賃金を支払うことが
可能となり、事業の継続性が確保された。



瀬戸谷地区、西益津地区で
福祉有償運送開始に向けて準備中

25

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

Ｒ５年６月開始を目指し…

●瀬戸谷地区 運転ボランティアを新たに組織
対象：公共交通の利用が困難な高齢者等
運送の対価：300円/回（往復）

●西益津地区 無償運送から移行し、通院支援充実
対象：公共交通の利用が困難な高齢者等
運送の対価：区域内200円/回（片道）

区域外の指定施設500円/回（片道）

運送の対価と市からの補助金で運転手へ謝礼を支払う
ことで、運転手の確保を図る。



26

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

～中部運輸局管内初！ 輸送資源の確保強化へ向けた大きな一手に！～

自家用有償旅客運送の事務・権限移譲

権限移譲を受ける必要性
★身近な市の窓口で気軽な相談、申請が可能となり、輸
送資源の増加が期待できる。
★市により合意形成の調整から登録手続までを円滑に進
められることが期待できる。

令和５年４月から、自家用有償旅客運送の事務・権限の移譲を受け、自
家用有償旅客運送支援事業と併せて、自家用有償旅客運送者の登録促進、
継続的な運営支援を一体的・総合的に行うことで、市民の「足」となる輸
送資源の創出・確保を図る。

権限移譲団体
新潟県ほか７県、横浜市ほか10市区町村

令和５年度から権限移譲予定



藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

高齢者等外出支援デマンドバス

「ふじえだ足すと号」運行事業
あし
👣

住民ボランティアの地域福祉活動として行う団体の高齢者等
の外出支援について、市がデマンドバスにより送迎支援を行
う。住民ボランティアと市との協働による移動支援事業（許
可登録不要、実費徴収のみの無償運送）。

健診受診支援

買い物支援

サロン・会食会な
どの通いの場参加
支援

住民ボランティア×市

市職員
（会計年度任用職員）

運行・送迎
地域はガソリン代（実費）を負担

団体登録受付、予約受
付・調整
バスの運行、実費収受

予約

住民ボランティアの役割

・団体登録手続
・参加者の出席確認
・予約、運行経路連絡、
乗降支援、見守り

・実費の支払い

送迎の利用対象者：
自ら目的地に行けず、かつ、
家族の支援や公共交通の利
用が難しい人

27

運行時間帯：平日午前９時～午後４時３０分（年末年始休業）
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藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

７月 ８月 ９月 10月 １１月 １２月 １月 ２月 期間合計

運行日数／
運行可能日（日）

４／４ 14／22 16／20 16／20 15／20 16／20 16／19 15/19 112/144

予約便数 ６便 23便 28便 30便 21便 22便 18便 20便 168便

稼働便数※ ４便 15便 23便 22便 19便 21便 16便 20便 140便

利用団体数 ３団体 ９団体 11団体 15団体 17団体 16団体 14団体 16団体 20団体

利用者数 20名 70名 76名 125名 113名 114名 87名 113名 718名

稼働率
（1便/日とした場
合の稼働率）

100％ 68％ 115％ 110％ 95％ 105％ 84％ 105％ 97％

備考
※予約便数と稼働便数の差はコロナウイルスの影響から活動が見合わされたこ
となどによるキャンセルによるもの。８月は特にキャンセルが多かった。１月
は年始の活動が少ないため予約が少なかった。

「ふじえだ足すと号」運行事業の利用状況
１ 登録団体数（令和5年2月末日現在）

25団体（ふれあいサロン19、ふれあい会食会3、居場所2、その他1）
２ 利用実績

高齢者の通いの場への通い続けられるようになった高齢者などから大いに喜ば
れている。
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藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

令和５年度予算案計上新規事業

交通空白地域等通院送迎支援事業
公共交通で目的地に行くのが困難な交通空白地域

の要支援者等や要介護者の通院を支援するために送
迎を行う医療機関等に対し、自動車保険料、自動車
整備費等を１２万円を上限として補助することで、
通院が困難な人の医療機関への「足」の確保の維
持・促進を図る。

補助

中山間地域等

医療機関

【補助の条件】
・無償運送で行う医療機関への送迎
・送迎対象者は、バス路線が不便で
あったり、車両への1人での乗降が
できないなど公共交通（路線バス、
乗合タクシー、タクシー）の利用が
困難な事業対象者・要支援以上の程
度の者

送迎に使用する車両の
自動車保険、車両整備

費等への補助
上限年間１２万円

（月1万円※×12月）
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３ 今後の取組

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり
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藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

新たなテクノロジーの活用研究

ラストワンマイルの移動課題の解決

・大型施設内、拠点施設周辺での
自動運転技術の活用

・EVシェアモビリティによる公共交通
の補完

・民間活力による中心市街地における
AIオンデマンド交通の導入
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おわりに

藤枝市における新しい交通の仕組みづくり

藤枝市では、「誰もが快適に移動で
きるまち」づくりを実現するため、公
共交通確保・充実と新しい交通の仕組
みづくりを推進しています。
日常生活に必要な交通手段を選択で

きる環境づくりを提供できるよう施策
を展開していきます。
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共助×共創による、これからの公共サービスの実現
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富山県朝日町の紹介

◇朝日町の基本情報（令和４年５月１日現在）

〈位置〉富山県の東端、新潟県との県境の町

〈人口〉１１，１７３人（高齢化率44.6％）

〈世帯数〉４，６９３世帯

◇消滅可能性都市に指定

※平成２２年に町内全域過疎地域指定を受けています。

・2014年：消滅可能性が高い都市のひとつに選定される。

・「変えるんです”朝日町”」をキャッチコピーに掲げ、
山積する課題解決に取り組む。

◇積極的な外部事業者/外部人材との共創

・2020年：新規就農者の研修施設を整備し人材育成

・地域おこし企業人/協力隊も積極的に受け入れる。

2
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富山県朝日町の紹介２

◇「海」「平野」「山」「川」
多くの自然要素を兼ね備えた町

3

◇全国に先駆けた朝日町における取組み例
（詳細は別添参照）

公立病院改革

ICT教育
自然要素ごとの
課題も抱えている
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朝日町が社会課題に取り組む意義

朝日町は課題先進地域：20年後の日本の社会課題が顕在化
将来的な「日本全体の社会課題解決モデル」を朝日町から！

地方発
デジタル田園都市国家構想の

社会実装モデル＝朝日町モデル

朝日町モデル拡張
デジタル田園都市国家構想の

自治体DX実装＠日本全国

消滅可能性都市／高齢化率45%／高校廃校

4
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ノッカルが挑むラストワンマイル／ファーストクォーターマイル
5

• 「ノッカルあさひまち」とは？

• 「地域交通」に感じる課題感

• 今後の展望「地域全体の再編」について

• その他
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住民のマイカーでの移動を活用しながら、
住民同士の助け合いの気持ちをカタチにした公共交通サービス

国交省認定の日本第一号モデル／既に延べ3000名超の利用者

「ノッカルあさひまち」について
6
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地域住民がドライバーとなり、近所の利用者を送迎するサービス

法律に基づいた安全なサービス
「事業者協力型自家用有償旅客運送」の全国第１号として法に基づき運用
朝日町役場が運行主体として提供する安全な公共サービス、保険も付与

朝日町から交通事業者に運行管理を委託
タクシー事業、及びあさひまちバスの運行委託を受けている黒東自動車商会が
このサービスの運行管理を行う

ドライバーは助け合いの精神をもとに、ついでに送迎

２種免許保持者または、安全講習を受けたドライバーが個人の自家用車を使って送迎
ドライバーはもともと行く予定のある場所に、近所の利用者を乗せてあげる

各地区と中心市街地間の利用に限定
居住地区から病院・スーパー・役場などがある中心市街地までの利用に限定
自分の車に乗せてあげる利用者は同じ地区に住む住民のみ

「ノッカル」のポイント：サービス設計
7
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安心・安全な運行を目指す

ドライバーに安全講習を実施
２種免許を持っていないドライバーに対しては、ドライバーになるための講習を実施
安全運転に自信がない人はドライバーにはなれない

安全な車両のみを使用

運行に使用する車両を登録する際に、車両の状態車検の有効期限を確認

運行前にドライバー点呼を実施

運行前に、ドライバーの健康状態・アルコールの有無を運行管理者が確認ガイ
ドラインに沿って、使用する車両に問題がないかを確認

事故に備えた保険を完備

万が一運行中の事故が発生した場合に備えて、旅客運送用の保険をかける

「ノッカル」のポイント：安全設計
8
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「ノッカル」の本質

地域コミュニティ
昔からある「ついで送迎」

ついでだから一緒に乗っていってよ！！！

「ノッカル」＝コミュニティモビリティ
地域交通を地域コミュニティ発想で再構築する

地域の
ノッカルドライバー

マイカーあり
お出かけ予定あり

地域の
ノッカル利用者

お出かけしたいけど…
マイカーなし

同じ方向だから一緒に行ければなぁ…

「地域コミュニティ内の想い」を、デジタルを活用し可視化

9
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「ノッカル」の本質

ノッカルは、地域の地域による地域のための、地域交通のあり方。
博報堂はサービス提供するが、実運用は地域コミュニティによるもの。

地
域
事
業
者

生
活
者

朝日町役場
サービス主体者

黒東タクシー
交通事業者：管理運営

商業・医療施設
移動目的／生活基盤

地域コミュニティ
自治会／民生委員／集落

ドライバー
マイカー保有／お出かけ予定

ユーザー
マイカーなし／お出かけ欲求

ノッカル＝“コミュニティモビリティ”

地域コミュニティによるDX共創
行政↔地域↔住民↔民間PF運営

安全性担保
サービス提供

PF活用
実運用

サービス協力

博報堂がサービス設計／提供

10
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ノッカルは、バスとタクシーの中間のサービスとして開発。
既存交通の需要を奪うのではなく、全体としての利便性向上・移動量増加を目指した取り組み。

×バスからノッカルへの切り替え

×タクシーの安価版の提供

○既存交通の補完

○既存交通も含めた移動総量増加

○交通全体での最価値化

連携・相互補完

「ノッカル」の本質
11
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フロント＝アナログ
高齢者でも使いやすい設計に

紙のバス券・時刻表・電話窓口
（地域バスと共有で地域負担減）

管理システム／ドライバーアプリ／予約LINE
（地元タクシー事業者が運行管理）

バック＝完全デジタル
素人ドライバーでも安全運行可能に

「ノッカル」の仕組み：アナログ×デジタル
12
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課題先進地域である朝日町から始めたが、高岡市・浜松市・川崎市・横浜市など、
規模の大きい自治体からも引き合いあり。コスト削減し自治体財政を解決するモデルとして注目。

高岡市
路線バスの廃線・タクシー会社が撤退した

交通空白地域での移動の足の補填

浜松市
高齢化が進む中山間地域での

エリア内移動の拡充

川崎市・横浜市
中心部と郊外の交通のバラつき改善

交通コスト圧縮の解決策として
ノッカルあさひまちを視察

「ノッカル」の仕組み：アナログ×デジタル
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ノッカルが挑むラストワンマイル／ファーストクォーターマイル
14

• 「ノッカルあさひまち」とは？

• 「地域交通」に感じる課題感

• 今後の展望「地域全体の再編」について

• その他
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大都市圏でのMaaS開発やスマートシティ開発が進んでいたが、地方は全くの別物。

• 地方圏の地域交通の方が、圧倒的に大きな課題を抱えている。

• また、この地方での地域交通課題を解決できるプレイヤーは存在しない。

大都市圏でのMaaS≠生活者課題

＝交通事業者の付加価値化戦略

地方圏での地域交通＝生活者課題

＝社会や地域が抱える大課題

15

「地域交通」とMaaS
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民間路線バス
※空気運ぶ問題；90%が赤字

➡

自治体コミュニティバス
※1,350自治体が自前運行

➡

乗り合いタクシー
※デマンド型＝事前予約が必要

➡

マイカー公共交通

約1,350の自治体で

年間1000億円近い交付税
※日本の自治体数は1700超。

※交付税は10年間で50%以上増加。

※都道府県からも別途補助金等が投入されている。

16

マイカー公共交通＝地域に馴染む設計／コスト構造変革で、

日本全体の交通課題解決を目指したい。

「地域交通」の実態
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マイカー交通は、最大のコスト課題である人件費／車両費を大幅に圧縮

補助金等含む
税金

90%補填

その他10%

人件費65%
• ドライバー40%
• オペレーター25%

車両費+燃料費15%

運行システム費10%
※バス5台分

運賃収入10%

その他

人件費
• ドライバー+燃料費

• オペレーター

運行システム費
※自家用車20台分

コミュニティバスの収支（収支率10%程度）

支出 収入

マイカー交通の収支（イメージ）

支出 収入

補助金等含む
税金

大幅に削減

運賃収入

バス運行の支出の大半が人件費と車両費
• 自家用有償はコミュニティの助け合いで人件費を削減

• 車両費も自家用車活用で削減

1日に5便の運行でバス運行の半額（朝日町の現状）

1日に10便の運行で収支が黒字化（将来目標）

「朝日町」がノッカルを導入した理由
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地域の既存アセットやハード

既に地域にハードは揃っている
過分なハード投資は非効率で負の連鎖に

既にあるバスの仕組みや民間のマイカー車両

自治会コミュニティやボランティアドライバーさん

地域の既存アセットやハードを徹底活用＝外部の余計なモノは持ち込まない
地域アセットを活かしきるソフトウェア／サービス設計を徹底

外部視点でのサービスやソフト開発

朝日町 HAKUHODO

地域ハードを活かすという前提で、
外部視点でのDX支援（サービス／ソフト開発）

公助型マイカー交通
ノッカルあさひまち

＝
地元ハード×外部DX支援

ノッカルのコスト削減哲学
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ノッカルは、地元アセットを徹底活用でコスト削減
地方ならではのクルマ社会＝マイカーアセット

マイカー

３台

導入費：1000万円
運行費：年1000万円

導入費：300万円
運行費：年500万円

10台 8000台以上

朝日町(全国の田舎)に
既にある超絶資産！

朝日町内のモビリティ資産

ノッカルのコスト削減哲学：地方ならではの「モビリティ資産」活用
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地域の・地域による・地域のための 公共交通
地方部ならではのアセット＝地域コミュニティ！

ボランティア精神で
ノッカルを運行して頂いている
各地域のドライバーさんたち

ノッカルのコスト削減哲学：地方ならではの「地域コミュニティ資産」活用
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地 域 に 浸 透 す る 要 因 ＝ 地 域 に 馴 染 む 設 計

21

新しいもの／デジタル化ではなく、利用者が使いやすいサービス設計
＝コストの無駄をなくし、負担の少ない運行が可能

バスと同じように乗れる
チケット、停留所／ダイヤ＝バスと共用／補完

公共交通としての安全設計
ドライバー講習／保険加入／マイカーメンテナンス

代金＝最低限の感謝の気持ち
バス以上、タクシー未満の運賃とサービス設計

タクシーと同じ予約オペレーション
電話やLINE予約オペレーター＝タクシーと共用

運賃600円定額（バス券）

ドライバーに200円支給

• 直接の現金支払いNG／電子決済は高齢者NG
• 手間賃程度のドライバー報酬（助け合い精神）
• ドライバー報酬は地域内商品券で後ほど町から
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地域による、地域のための、共助型交通

ノッカルの認知率84.3%

• ノッカルさんって呼んでます。

• 友達と一緒に話しながら出かけられるのが楽しい。

• 予約するのも頭の体操になっていいです。

• バスみたいに大回りせず目的地に直接行けるのが良い。

• 荷物を下ろす手伝いをしてもらったり本当に助かる。

ユーザーのみなさん ドライバーのみなさん

• 外から来た人間にとっては「認められる感覚」がある。

• 「ありがとう」と言ってもらえて集落の中での役割がで
きること、多少でも対価がもらえることが達成感。

• 地域のお役に立てているなら嬉しいです。

• 通勤途中に一緒に行くだけなのでそんな苦にならない。

早くも地域に浸透しているノッカル。
ユーザーだけでなく、ドライバーにとっても心理的効用が生まれている。

22
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ノッカルによる効果
23

当初予想していなかった、住民発・ドライバー発・利用者発での広がり。
新たなコミュニティ効果が見え始めている。

こどもの利用拡大
児童クラブや習い事利用

お出かけの活性化
温浴や病院施設の定期利用

地域内交通へ拡張
集落内の超近距離移動

利用者発での新たな使い方拡大

•不登校児のノッカル利用（スクールバス代替）

•こどもノッカルによる習い事施策

•児童クラブ等への利用拡張

ドライバー発での新たな使い方拡大

•温浴施設らくち～の便開始＝バスでの
直通便がない→定期利用者が増加

•病院への通院透析利用者像→入院回避

住民発での新たな使い方拡大

•月山地区での超近距離利用への要望

•公民館での健康教室等への参加

•ファーストクォーターマイル対応

近距離ノッカル
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ノッカルが挑むラストワンマイル／ファーストクォーターマイル
24

• 「ノッカルあさひまち」とは？

• 「地域交通」に感じる課題感

• 今後の展望：「地域全体の再編」について

• その他
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ノッカルが挑むラストワンマイル／ファーストクォーターマイル
25

交通計画のモデルケース作り
交通再編プランニングを国交省に提言

朝日町にて次世代交通計画モデルの創出へ

地域交通の次世代モデルを目指しマイカーデータを活用した計画策定を実施
ノッカルだけでなくバスやタクシー含めた地域交通全体の統合サービス化へ

地域交通全体の統合サービス化
ノッカルだけでなく、タクシーやバスのデータを共通化

地域交通全体での統合サービス化へ

自家用車データ活用
車載デバイスを活用した移動実態・交通空白の把握

交通再編プランニングへの活用
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ノッカルが挑むラストワンマイル／ファーストクォーターマイル
26

乗り合い交通へのシステム導入
高岡市・横浜市に置いて地域デマンド交通へのシステム導入

福祉送迎のニーズ（ヘルスケア領域）＝1Grへのフィールド提供・共創へ

ノッカルモデルの横展開
高岡市ノッカル中田のエリア拡大／浜松ノッカルの検討／来年度デジ田予算で横展開

バスへのシステム導入
青梅PlalaのLINEサービス化へ 遅延情報・時刻表確認

LINEを軸にした交通統合・再編へ
地域交通全体への統一LINE予約システム導入・運行管理へ（朝日町・高岡市）

ノッカルで活用したシステムを横展開し、マイカー交通だけでなく、
多様な地域交通に対して、安価に導入できる仕組みを開発（ファーストクォーターマイル対応）
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デジタル田園都市国家構想のType3（全国6事例のうちに1つ）

次世代公共サービス≒共助型の社会実装
日本の社会インフラの変革 地域の

アセットや人材
地域の

ニーズや課題

マイカー地域交通『ノッカル』
※自治会単位のたすけあい・ついで送迎の公共交通化

お互い様共教育『みんまなび』
※世代を超えて教え合う学び合う：得意なことの共有

まちおこしPF『ポＨＵＮＴ』
※町全体でのポジティブなコミュニティ活性化

デジタル田園都市国家構想推進交付金『type3』
多様な地域課題領域での共助型サービスを開発、生活インフラとしての社会実装と連携・統合を目指す

各サービスの連携や統合

一般のドライバー
マイカー保有者／ついで送迎

ノッカルユーザー
高齢者や学生など移動弱者

自然遊び/伝統文化
地域住民や教育機関が教える

デジタル/スマホ
若者や移住者などが教える

施設やコンテンツ
町の情報や体験を伝えたい

住民や交流人口
町を知りたい・体験したい …

サービス化：LINE/アプリ/共助型PF 開発＝博報堂開発×朝日町役場提供×地元事業者運営

体制の構築：官民共創＝みんなで未来！課 （みんな＝朝日町役場×博報堂×地元事業者×地元住民）

公共性担保：マイナンバー＝個人認証の安心・安全、マイナポイント＆地域通貨＝地域利用促進
※今後対応予定
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来期のデジタル田園都市国家構想（TypeX）

公共サービス全体の利用/予約のデジタル化を目指す「みんなんばーカード」
利用者データの獲得で利用促進とサービスの最適化を行う
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朝日町での再生可能エネルギー開発
年間780万kwhを太陽光・水力で発電

住民が保有するマイカーをはじめとする
8000台以上のモビリティをEV化

タクシー：10台

コミュバス：3台

スクールバス：8台

役場公用車：80台

マイカー：8000台

再生エネルギー開発 モビリティのEV化

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

小学校

農業用水

役場

五叉路

荒戸谷

将来的に
100%

EV化

再エネ充電
インフラ整備

・地域で発電した電気を地域で使う
・EV普及の進捗に合わせて拡大

役場庁舎

総合病院

アスカ らくち～の

小学校

町の中心部＝お出かけ先で充電

各地域の公民館＝自宅の近所で充電

超マイカー社会の新たな移動課題＝8000台以上のEVの充電設備問題

モビリティを起点としたエネルギー地産地消／脱炭素エリア化

モビリティ×脱炭素社会：地方モデルづくり
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モビリティ×脱炭素社会：現状のEV充電インフラ

超マイカー社会だが、EV充電インフラは未整備…日本の地方の実態
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ノッカルが挑むラストワンマイル／ファーストクォーターマイル
31

• 「ノッカルあさひまち」とは？

• 「地域交通」に感じる課題感

• 今後の展望「地域全体の再編」について

• その他
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その他の課題感
32

地域主体運営は拡大可能か？ 自治体の壁を超えられるか？

地域交通は、住民を核に地域主体で考えていくべきフェーズだが、生活実態と
自治体区分は乖離、生活圏に合わせた地域公共交通会議の設定が必須だが､､､



地域交通DXの取り組み

吉野川タクシー有限会社

株式会社電脳交通

一般社団法人X Taxi

近藤洋祐

資料６



吉野川タクシー有限会社 一般社団法人X Taxi

地域タクシーの持続性 次世代のタクシーDXツール 次世代の経営人材育成

・2010年入社、2015年にV字回復達成
・成功要因は採用に成功したこと
・2015年時点で乗務員平均年齢40.3歳
・ウェブマーケ、SNS運用で採用強化
・ハローワークしっかり活用
・HV車導入で燃料コスト削減
・年齢低下で事故率低減
・配車コストは重たいのでBPO、
または共同配車が最適

・2015年に吉野川タクシー車庫で創業
・無線機配車システム高すぎて買えない
・消費者側でDX進むのに、
事業者側のDXが進まないのは良くない

・SaaSで基幹システム提供すれば良い
・スマホ/タブレット活用で低価格実現
・質の良い乗務員、車両で差別化でなく、
デジタル戦略を各社が持つ時代

・法律上マルチデバイス化が難易度高い

・2020年8月5日タクシーの日に創立
・乗務員の育成、高品質車両の導入に加え
デジタル領域の経営戦略を立てる時代

・採用領域におけるセンターピンを探る
採用PRなどの強化

・間口の拡がる資金調達環境など、経営
リテラシーを上げる環境で学ぶ必要性

・次世代の経営人材が業界へコミット
する機会を積極的に生み出す必要性

地域交通領域での取り組みでの気づき

株式会社電脳交通



・経営者が多すぎて合意形成を取るの
がとても大変

・経営人材が少なすぎる、後継ぎ問題
・LPG給油所激減で、地方ではUDタク
シー導入率上がらない

・採用難に陥る会社が多く稼働率低下

・進まない事業者側のDX
・システム導入の意思決定が遅いのは、
コロナ禍で増えた有利子負債の返済の
影響で経営判断が難しい状況の為

・稼働率が低下し全国的に配車できない
状況で、全国の経営者が乗車中

・自治体により業界支援のコミットに差が
経常利益に大きな影響が出ている

・地方の保有台数50両以下の事業者は
Exitの方法を考える方が多い

・デマンド領域が話題だがマチュアでない
・乗務員数を増やす方法論論が、
やや宗教論争になりつつある

各領域での取り組みで感じるペイン

次のステップへ進むには、
配車率 2021年78.3%、2022年74.8%の改善がキー

㈱電脳交通自社調査
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